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　産業技術総合研究所 地質調査総合センターは、
噴火の緊急調査、火山の観測、活動履歴の調査、
マグマ上昇と噴火の研究、鉱物資源や地熱資源の
調査・利用技術開発などを行っています。
　私たちは、噴火による自然災害の軽減と、
火山の恵みの有効な利用を目指し、
様々な情報を発信しています。
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インドネシアで開催された2005年 CCOP
（東･東南アジア地球科学計画調整委員会）
火山災害軽減のためのワークショップ

2008年度産総研一般公開での火砕流実験

　2008年 APEC（アジア太平洋経済協力）人材育成研修（富士山にて）

国際連携

休館日：毎週月曜日（祝日の場合は火曜日），年末年始

普及活動

情報発信

TEL: 029-861-3750/3751；　http://www.gsj.jp/Muse/

2008年12月にベトナムで開催された第8回アジア地熱シンポジウム

写真右：
イタリアとの
火山ガスに関する
共同研究

ストロンボリ火山
での火山ガス測定

産総研では、インターネットを利用した
地質情報の普及技術を開発しています
（GEOGrid）。例えば、火山防災では、
現地で、手元のパソコンをインターネッ
トにつなぐことにより、最新の衛星画像
から得られた数値地形図をもとに、火砕
流の分布範囲の予想が可能になります
（リアルタイムシュミレーション）。雲
仙火山の場合の、入力画面（左）とその
計算結果（右）です。火砕流の規模の違
いによる到達範囲の変化と地形の影響が
わかります（赤色側は約1万ｍ3　，紫色側は
約100万ｍ3の場合）。

http://geoapp.geogrid.org/gridsphere

4 km

雲仙火山の例

産業技術総合研究所　地質調査総合センター産業技術総合研究所　地質調査総合センター 情報発信情報発信

普及活動普及活動

国際連携国際連携

国・地方行政との国・地方行政との
連携・協力連携・協力

資源・エネルギー
　の安定供給

安全・安心
な社会

ハザードマップ

地熱開発促進調査

潜在鉱物資源量評価

基礎研究基礎研究

気象庁　

火山噴火予知連絡会

　　　 ↓

噴火警報・噴火予報

社会へ社会へ

火山災害軽減 火山の恵み

噴火の緊急調査

火山活動の観測と履歴調査

マグマの上昇と噴火の研究

鉱物資源・地熱資源の

調査、利用技術の研究

火山地質図
熱水系アトラス
地熱資源図
各種データベース
研究成果公表

研究成果報告会
地質標本館
一般公開
地質情報展
ウェブページ

人材育成
国際機関との
　       共同研究

出版物やデータベースについては、次のページをご覧ください。

研究・地質情報を社会に
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